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教 職 員 定 数 改 善 及 び 義 務 教 育 費 国 庫 負 担 制 度 堅 持 等 に 関 す る  

意 見 書 に つ い て  

 教 職 員 定 数 改 善 及 び 義 務 教 育 費 国 庫 負 担 制 度 堅 持 等 に 関 す る 意 見

書 を 別 紙 の と お り 、 衆 議 院 議 長 、 参 議 院 議 長 、 内 閣 総 理 大 臣 、 総 務 大

臣 、 財 務 大 臣 及 び 文 部 科 学 大 臣 へ 提 出 す る も の と す る 。  

  令 和 ７ 年 ９ 月 １ ８ 日 提 出  

  尼 崎 市 議 会 議 員  寺  坂  美  一    

同     中  尾  健  一   

同     安  浪  順  一   

同     永  藤  正  明   

同     も み の き  純 加   

同     佐  野    匠  

同     小  村    潤   

同     や は た  オ カ ン   

      



（ 別  紙 ）  

教 職 員 定 数 改 善 及 び 義 務 教 育 費 国 庫 負 担 制 度 堅 持 等 に 関 す る  

意 見 書   

厳 し い 財 政 状 況 の 中 、 独 自 財 源 を 活 用 し て 人 的 措 置 等 を 実 施 す る 自

治 体 も 存 在 す る 一 方 で 、 自 治 体 間 で 教 育 格 差 が 生 じ る こ と が 深 刻 な 問

題 と な っ て い ま す 。 義 務 教 育 費 国 庫 負 担 制 度 に 関 し て は 、 平 成 １ ８ 年

に 国 庫 負 担 率 が ２ 分 の １ か ら ３ 分 の １ に 引 き 下 げ ら れ た 経 緯 が あ り 、

こ れ 以 上 の 引 き 下 げ が な い よ う 要 請 し て い ま す 。  

 ま た 、 現 在 、 本 市 の 学 校 現 場 で は 貧 困 、 い じ め 、 不 登 校 、 教 職 員 の

長 時 間 労 働 や 未 配 置 な ど と い っ た 多 岐 に わ た る 課 題 が 山 積 し て お り 、

と り わ け 不 登 校 に つ い て は 令 和 ５ 年 度 の 文 部 科 学 省 の 調 査 で は 小 ・

中 ・ 高 を 合 わ せ た 不 登 校 児 童 ・ 生 徒 数 が ４ １ 万 人 を 超 え 、 本 市 で も 不

登 校 者 数 は 増 加 し て お り 、 そ の 原 因 に は 子 供 の 豊 か な 学 び と 育 ち を 保

障 す る た め の 十 分 な 教 材 研 究 や 授 業 準 備 、 児 童 ・ 生 徒 と の 向 き 合 う 時

間 を 確 保 す る こ と が 困 難 に な っ て い る こ と も そ の 一 因 と 考 え ら れ ま

す 。  

 学 校 の 働 き 方 改 革 を 推 進 す る た め に は 、 加 配 教 員 の 増 員 や 少 数 職 種

の 配 置 改 善 を 含 む 教 職 員 定 数 の 見 直 し が 不 可 欠 で す 。 ま た 、 令 和 ２ 年

度 の 法 改 正 に よ り 小 学 校 の 学 級 編 制 の 標 準 は 令 和 ７ 年 度 ま で に ３ ５

人 に 引 き 下 げ ら れ 、 中 学 校 で は 令 和 ８ 年 度 か ら 順 次 ３ ５ 人 に 引 き 下 げ

る 方 針 と な っ て い ま す が 、 一 斉 に 引 き 下 げ る 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、

子 供 の 豊 か な 学 び と 育 ち を 保 障 す る た め の 条 件 整 備 が 不 可 欠 で あ る

と と も に 、 実 効 性 の あ る 働 き 方 改 革 を 実 現 す る た め に は 、 自 治 体 に よ

る 「 学 校 ・ 教 師 が 担 う 業 務 に 係 る ３ 分 類 」 な ど の 施 策 に 必 要 な 財 政 措

置 の 充 実 も 強 く 求 め ら れ て い ま す 。  

 さ ら に 、 現 状 の 教 育 課 程 基 準 に 沿 っ て 設 定 さ れ た 学 校 の カ リ キ ュ ラ

ム は 、 授 業 の 時 数 と 内 容 が 過 度 に 詰 め 込 ま れ て い る た め 、 子 供 も 教 職

員 も 極 め て 大 き な 負 担 を 強 い ら れ て い る 状 態 で す 。 こ の た め 、 次 期 学



習 指 導 要 領 で は 内 容 の 精 選 と 標 準 授 業 時 数 の 削 減 が 強 く 求 め ら れ ま

す 。  

 ま た 、 改 訂 さ れ た 生 徒 指 導 提 要 に も 生 命 の 安 全 教 育 が 盛 り 込 ま れ 、

性 的 い じ め や 性 被 害 事 案 に つ い て の 予 防 教 育 と し て 推 進 さ れ て い ま

す が 、 生 命 の 安 全 教 育 を 指 導 で き る 教 職 員 が い な い た め 、 推 進 と 環 境

整 備 が 強 く 求 め ら れ て い ま す 。  

 よ っ て 、 政 府 に お か れ て は 、 令 和 ８ 年 度 政 府 予 算 編 成 に お い て 、 次

の 措 置 を 講 じ ら れ る よ う 強 く 要 望 い た し ま す 。  

１  教 育 の 機 会 均 等 と 水 準 の 維 持 向 上 を 図 る た め 、 地 方 財 政 を 確 保 し

た 上 で 義 務 教 育 費 国 庫 負 担 制 度 の 負 担 割 合 を ３ 分 の １ は 堅 持 す る

こ と 。  

２  学 校 の 働 き 方 改 革 ・ 長 時 間 労 働 の 是 正 を 実 現 す る た め 、 加 配 教 員

の 増 員 や 少 数 職 種 の 教 職 員 の 定 数 改 善 を 推 進 す る こ と 。  

３  高 等 学 校 で の ３ ５ 人 学 級 を 早 急 に 実 施 す る こ と 。 ま た 、 中 学 校 の

３ ５ 人 学 級 を 令 和 ８ 年 度 に 一 斉 に 実 施 す る こ と 。  

４  子 供 の 豊 か な 学 び と 育 ち を 保 障 す る た め 、 授 業 の 時 数 と 内 容 が 過

度 に 詰 め 込 ま れ て い る 状 態 の 早 期 改 善 に 向 け 、 学 習 指 導 要 領 の 内 容

の 精 選 等 を 行 う こ と 。  

５  生 命 の 安 全 教 育 を は じ め 、 学 校 教 育 に お け る 包 括 的 性 教 育 の 推 進

と 環 境 整 備 を 行 う こ と 。  

以 上 、 地 方 自 治 法 第 ９ ９ 条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 い た し ま す 。 

 

  令 和 ７ 年 ９ 月   日  

尼 崎 市 議 会 議 長    

眞  田  泰  秀   

衆 議 院 議 長  額  賀  福 志 郎  

参 議 院 議 長  関  口  昌  一  

内 閣 総 理 大 臣  石  破    茂   様  



総 務 大 臣  村  上  誠 一 郎  

財 務 大 臣  加  藤  勝  信  

文 部 科 学 大 臣  あ  べ  俊  子  


